
 

 

 
佐賀大学教育学部附属中学校 

令和３年度 公開授業研究会（二次案内） 
  

 

当 日 ス ケ ジ ュ ー ル  

受付 

13：00～13：30 

研究概要の説明 

13：30～13：50 

受付 

 13：00～13：30 

全体会 

 13：30～13：50 

公開授業 

（技・家・理・美・保体） 

14：00～14：50 

休憩・準備 

 14：50～15：30 

授業研究会 

 15：30～16：30 

お問い合わせ先 
 

 TEL:  0952-26-1001 

  FAX:  0952-26-1003 

 fuchu＠ml.cc.saga-u.ac.jp 

〒840-0041 

 佐賀県佐賀市城内１丁目１４－４ 

 http://www.fuchu.pd.saga-u.ac.jp/  

 
 

研究主題  

 

社会で生きて働く資質・能力の育成 

～「質の高い深い学び」の実現を通して～ （1 年次） 

 

 

 

 

 期 日 ： 令和 3 年 6 月 1 8 日（金） 

場 所 ： 佐賀大学教育学部附属中学校 

１．参加方法について 

※新型コロナウイルスの感染状況によって、県内外問わずオンラインでの

開催に変更する場合があります。 

２．申し込みについて 

参加される方は、県内外問わず以下の申し込みフォームより申し込みを 

お願いいたします。 

【URL】http://u0u1.net/hFFW 

【QR コード】 

 

 

申し込み締め切り日は 6月１１日（金）です。 

オンラインでの参加の先生方には、６月１４日（月）に、メールにて Zoom
ミーティング参加「URL」「ミーティング ID」「パスワード」を送付します。 

 

 

（担当）研究主任 落合 良仁 

県内の先生方 

□ 県内の先生は、直接本校にお越しく

ださい。 

□ 参加人数によっては、申し込み順で

人数を調整させいただき、オンラインでの

参加をお願いすることがあります。 

県外の先生方 

□ 県外の先生方は、オンラインでの参加

のみとなります。 

□ オンラインアプリケーション「Zoom」を

使用します。 

 



公 開 受 業 研 究 会  詳 細 

 

教
科 

授業者 学年 単元名 研究協力者 共同研究者 場所 

技
術 

黒谷 誠二 ２年 

材料と加工に関する

技術の評価・活用 

大町町立小中一貫校 

大町ひじり学園 

校長 南里豊先生 

佐賀市立成章中学校 

教諭 相原泰光先生 

佐賀大学教育学部 

教授 小野文慈先生 

佐賀大学教育学部 

准教授 和久屋寛先生 

技術室 

家
庭 

坂下 恵理 １年 

健康的な食生活にし

よう 

佐賀市立小中一貫 

三瀬校中学部 

教頭 松本万寿美先生 

佐賀市立成章中学校 

教諭 杉町聡子先生 

佐賀大学大学院 

学校教育学研究科 

教授 岡陽子先生 

佐賀大学教育学部 

教授 中西雪夫先生 

家庭科室 

理
科 

山崎 寛己 １年 

単元１ 生物の世界 

３章 動物のなかま 

小城市立小城中学校 

教頭 原田常昭先生 

唐津市立第一中学校 

教諭 三島沙也香先生 

佐賀大学教育学部 

教授 岡島俊哉先生 

佐賀大学教育学部 

教授 嬉正勝先生 

第１理科室 

美
術 

砂山 涼子 ２年 

ひと目で伝えるため

の工夫 

多久市立東原庠舎西渓校 

校長 南里美紀江先生 

武雄市立北方中学校 

教諭 高嶋章一郎先生 

佐賀大学教育学部 

教授 栗山裕至先生 

佐賀大学教育学部 

准教授 和田学先生 

美術室 

保
体 

牛島 一成 １年 バレーボール 

白石町立有明中学校 

教頭 安武誠先生 

佐賀市立昭栄中学校 

教諭 中尾久美子先生 

佐賀大学大学院 

学校教育学研究科 

准教授 堤公一先生 

体育館 

「なぜ？」から創る私の未来 
 

本校の総合的な学習の時間では『B-Time』『C-Time』『体験活動』という３つの柱で実施

します。『B-Time』のBは，「Bright(輝き)」「Basic(基礎・基本)」を意味していて，各教科等

で使うことができる「考えるための技法（言語の 20要素）」

を学ぶための時間となります。『 C-Time 』の C は，

「Curiosity(好奇心)」「Cultivation(育成)」「Challenge(挑戦)」を意味して

いて，自分の得意分野や興味があることについて，各教科等の力や B-Timeで身に付けた

力を総合的に活用・発揮する探究的な学習の時間となります。また，各学年で実施される

直接的な体験活動を探究的な学習の過程に適切に位置付けます。各教科等における学

びを往還させ，探究的な学びを充実させることにより，質の高い深い学びの実現を目指します。 


